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■今後の展望 

・前記の表 3 に示すように、現在のユニット 1 個当たりの負担可能重量は、壁幅 500 系で 124.5kN、壁幅 700

系で 229.1kN である。建物用途が住宅、事務所であれば、現在のユニットで平家及び 2 階建ての設計は十

分可能であると考えられる。 

・一方、3 階建て以上の建物や特殊建築物の場合、建物重量が大きくなり、現在のユニットでは対応が難しこ

とが予想される。例えば、3 階建て共同住宅を想定した場合、地震用重量を 1F:2F:3F=5kN/m2、5kN/m2、

3kN/m2とすると、壁幅 700 系であってもユニット 1 個当たりの負担可能面積は 229.1/13=17.6m2となる。ユ

ニット 1 個当たりの面積が約 10m2なので、ユニットの 1.7 倍程度の面積を負担できるが、その場合、プラ

ンニングが困難になる恐れがある。 

・したがって、CLT CELL UNIT の多層化、多用途化に向けて、今後は接合部の強化、鉄骨架台断面のサイズ

アップ、CLT 壁の幅・厚さのサイズアップ等を行い、高耐力・高剛性のユニットを開発していくことが望

ましいと考えられる。 
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1. 実験の目的と概要 

図 1 のような CLT パネル工法によるユニットについて、ユニット単体での水平抵抗性能を把握するとと

もに、本実験を模擬した立体解析結果との適合性を確認する。なお、立体解析における解析モデルは、別途

実施した接合部実験結果を基に構築する。以降、本書における各パネルの名称等は下図の定義による。 

 

 

図 1 本実験の実験対象と前提となるユニットの全体構成 

  

鉄骨架台(SS400) 

CLT壁パネル(S60-3-3) 

CLT床パネル(S60-3-3) 

鉄骨架台(SS400) 

CLT 垂れ壁パネル(S60-3-3) 

六角ボルト(強度区分 6.8以上)接合 

(現場施工 8 箇所) 

アンカーボルト(ABR490)接合 

(現場施工 4 箇所) 

蝶あり(E105F300 おうしゅうあかまつ) 

鋼板挿入ドリフトピン(16φ)接合 

六角ボルト(強度区分 6.8以上)接合 

(現場施工又は工場施工※8 箇所) 
 

※運搬可能な高さの条件等により選択 

鉄骨架台(SS400) 
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2. 実験内容 

2.1 実験場所および実験期間 

場所：一般財団法人 建材試験センター 西日本試験所 [山口県山陽小野田市山川] 

期間：2020年 7 月 26 日、7月 20 日～22 日 

 

表 1 実験スケジュール 

日付 作業内容 

7/16 治具設置、ユニット組立開始 

7/20 ユニット組立、計測機器セッティング 

7/21 加力 

7/22 解体・撤去 

 

2.2 試験体概要 

(1) 試験の概要 

下図のように、反力床に緊結したユニットの上部鉄骨架台レベルをユニット長辺方向に水平加力し、ユニ

ット単体の水平抵抗性能を把握するとともに、本実験を模擬した立体解析結果との適合性を確認する。 

 

 

図 2 試験の概要 
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(2) 各部材の仕様 

①CLTパネル 

S60-3-3（すぎ）とする。材厚は 90mmとする。 

 

②蝶あり 

対象異等級構成集成材 E105-F300（おうしゅうあかまつ）とする。形状は、下図の通りとする。材厚は

90mmとし、ひとつの集成材から一体的に切り出すものとする。 

 

③ドリフトピン 

クロスマーク表示金物 DP16 とする。 

 

④鋼材 

鉄骨架台は SS400 とする。アンカーボルトは ABR490 とする。 

 

 

(3) 試験体数 

1 体とする。 

 

(4) 試験体の構成 

次頁に示す。 
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図 4 試験体の構成 
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3．加力計画 

変位漸増正負交番繰り返し載荷とし、押し壊す。変位は層間変形角が次のようになるように漸増させる。

なお、＋はジャッキが圧縮力を、－はジャッキが引張力を与えた際の変形角を指す。 

0 ⇒ +
1

450
⇒ −

1

450
⇒ +

1

300
⇒ −

1

300
⇒ +

1

200
⇒ −

1

200
⇒ +

1

150
⇒ −

1

150
⇒ +

1

100
⇒ −

1

100
⇒ +

1

75
⇒ −

1

75
⇒ +

1

50
⇒ −

1

50
⇒ +

1

30
⇒ −

1

30
⇒ 押し壊し 

 

ここで、層間変形角は、層間変位/3096mm とする。層間変位は{(D1-D3)+(D2-D4)}/2 である（記号に対応す

る計測値は次節参照のこと）。制御値を層間変位で表せば、次のようになる。 

0 ⇒ +7.19 ⇒ −7.19 ⇒ +10.79 ⇒ −10.79 ⇒ +16.19 ⇒ −16.19 ⇒ +21.58 ⇒ −21.58 ⇒ +32.37 ⇒ −32.37 ⇒ +43.16 ⇒ −43.16 ⇒ +64.74 ⇒ −64.74 ⇒ +107.90 ⇒ −107.90 ⇒ 押し壊し 

 

図 5 ユニット実験の加力状況 

 

なお、押し壊しは、最大荷重の 80%まで荷重が低下するかまたは層間変形角が 1/15rad（+215.80mm）に

達するまでとする。 

 

 

  

引き  押し 

構造階高:3237mm(鉄骨架台芯距離) 
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4．測定計画 

図 6 に測定計画図を示す。 

 

 

図 6 測定計画図  
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5．事前解析 

図 7 に事前解析結果を示す。 

 

 

 

図 7 事前解析結果 
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